
マルチプロトコル BGP for IPv6の実装

このモジュールでは、IPv6用のマルチプロトコルのボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
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びルーティングポリシー機能をマルチプロトコル BGPで使用できます。
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マルチプロトコル BGP for IPv6の実装に関する情報

Multiprotocol BGP Extensions for IPv6
マルチプロトコル BGPは、IPv6でサポートされている外部ゲートウェイプロトコル（EGP）
です。マルチプロトコル BGP for IPv6拡張では、IPv4 BGPと同じ機能および機能性の多くが
サポートされています。マルチプロトコルBGPに対する IPv6拡張には、IPv6アドレスファミ
リ、ネットワーク層到達可能性情報（NLRI）、および IPv6アドレスを使用するネクストホッ
プ（宛先パス内の次のデバイス）属性のサポートが含まれています。

リンクローカルアドレスを使用した IPv6マルチプロトコル BGPピアリング

リンクローカルアドレスを使用して、2つの IPv6デバイス（ピア）間で IPv6マルチプロトコ
ル BGPを設定できます。この機能を動作させるには、neighbor update-sourceコマンドを使用
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してネイバーのインターフェイスを識別する必要があり、IPv6グローバルネクストホップを
設定するようにルートマップを設定する必要があります。

IPv6マルチキャストアドレスファミリのマルチプロトコル BGP
IPv6マルチキャストアドレスファミリのマルチプロトコルBGP機能では、マルチプロトコル
BGP for IPv6拡張を提供し、IPv4 BGPと同じ機能と機能性をサポートします。マルチキャスト
BGPに対する IPv6拡張には、IPv6マルチキャストアドレスファミリ、ネットワーク層到達可
能性情報（NLRI）、および IPv6アドレスを使用するネクストホップ（宛先へのパス内の次の
ルータ）属性のサポートが含まれています。

マルチキャスト BGPは、ドメイン間 IPv6マルチキャストの配布を可能にする、拡張された
BGPです。マルチプロトコルBGPでは、複数のネットワーク層プロトコルアドレスファミリ
（IPv6アドレスファミリなど）および IPv6マルチキャストルートに関するルーティング情報
を伝送します。IPv6マルチキャストアドレスファミリには、IPv6 PIMプロトコルによる RPF
ルックアップに使用される複数のルートが含まれており、マルチキャスト BGP IPv6は、同じ
ドメイン間転送を提供します。ユニキャスト BGPが学習したルートは IPv6マルチキャストに
は使用されないため、ユーザーは、BGPで IPv6マルチキャストを使用する場合は、マルチプ
ロトコル BGP for IPv6マルチキャストを使用する必要があります。

マルチキャスト BGP機能は、個別のアドレスファミリコンテキストを介して提供されます。
Subsequent Address Family Identifier（SAFI）では、属性で伝送されるネットワーク層到達可能
性情報のタイプに関する情報を提供します。マルチプロトコル BGPユニキャストでは SAFI 1
メッセージを使用し、マルチプロトコル BGPマルチキャストでは SAFI 2メッセージを使用し
ます。SAFI 1メッセージは、ルートは IPユニキャストだけに使用でき、IPマルチキャストに
は使用できないことを示します。この機能があるため、IPv6ユニキャスト RIB内の BGPルー
トは、IPv6マルチキャスト RPFルックアップでは無視される必要があります。

IPv6マルチキャスト RPFルックアップを使用して、異なるポリシーおよびトポロジ（IPv6ユ
ニキャストとマルチキャストなど）を設定するために、個別の BGPルーティングテーブルが
維持されています。マルチキャスト RPFルックアップは、IPユニキャストルートルックアッ
プと非常によく似ています。

IPv6マルチキャスト BGPテーブルと関連付けられているMRIBはありません。ただし、必要
な場合、IPv6マルチキャスト BGPは、ユニキャスト IPv6 RIBで動作します。マルチキャスト
BGPでは、IPv6ユニキャスト RIBへのルートの挿入や更新は行いません。

MP-BGP IPv6アドレスファミリのノンストップフォワーディングおよびグレースフルリ
スタート

グレースフルリスタート機能は、IPv6 BGPユニキャスト、IPv6 BGPマルチキャスト、および
VPNv6アドレスファミリでサポートされており、BGP IPv6用の Ciscoノンストップフォワー
ディング（NSF）機能をイネーブルにします。BGPグレースフルリスタート機能を使用する
と、TCP状態を維持することなく、BGPルーティングテーブルをピアから回復できます。

NSFでは、ルーティングプロトコルのコンバージェンス時にも引き続きパケットが転送され
るため、スイッチオーバー時のルートフラップが回避されます。転送は、アクティブRPとス
タンバイ RP間で FIBを同期することで維持されます。スイッチオーバー時、転送は FIBを使
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用して維持されます。RIBの同期は維持されないため、RIBはスイッチオーバー時に空になり
ます。RIBは、ルーティングプロトコルによって再入力され、次に、NSF_RIB_CONVERGED
レジストリコールを使用して RIBコンバージェンスに関する情報を FIBに伝えますFIBテー
ブルは、RIBから更新され、古いエントリが削除されます。RIBは、ルーティングプロトコル
が RIBのコンバージェンスの通知に失敗した場合、RPスイッチオーバー時にフェールセーフ
タイマーを開始します。

Cisco BGP Address Family Identifier（AFI）モデルは、モジュラ式でスケーラブルな設計となっ
ており、複数の AFI設定および Subsequent Address Family Identifier（SAFI）設定をサポートす
るように設計されています。

マルチプロトコル BGP for IPv6の設定方法

IPv6 BGPルーティングプロセスおよび BGPルータ IDの設定
IPv6 BGPルーティングプロセスを設定し、オプションの BGP対応デバイス用 BGPルータ ID
を設定するには、次の作業を実行します。

BGPでは、ルータ IDを使用して、BGPスピーキングピアを識別します。BGPルータ IDは、
32ビット値であり、多くの場合、IPv4アドレスで表されます。デフォルトでは、ルータ ID
は、デバイスのループバックインターフェイスの IPv4アドレスに設定されます。デバイス上
でループバックインターフェイスが設定されていない場合は、BGPルータ IDを表すためにデ
バイスの物理インターフェイスに設定されている最上位の IPv4アドレスがソフトウェアによっ
て選択されます。

IPv6だけが有効になっているデバイス（IPv4アドレスを持っていないデバイス）で BGPを設
定する場合、そのデバイスのBGPルータ IDを手動で設定する必要があります。IPv4アドレス
構文を使用して 32ビット値で表される BGPルータ IDは、デバイスの BGPピアで一意である
必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. no bgp default ipv4-unicast
5. bgp router-id ip-address

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを設定し、指定したルー
ティングプロセスのルータコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

router bgp as-number

例：

Device(config)# router bgp 65000

ステップ 3

前の手順で指定した BGPルーティングプロセスの
IPv4ユニキャストアドレスファミリを無効にしま
す。

no bgp default ipv4-unicast

例：

Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast

ステップ 4

IPv4ユニキャストアドレスファミリの
ルーティング情報は、neighborremote-as
コマンドで設定された各 BGPルーティ
ングセッションに対して、デフォルト

でアドバタイズされます。ただし、

neighbor remote-asコマンドを設定する
前に、no bgp default ipv4-unicastコマン
ドを設定した場合は例外です。

（注）

（任意）固定 32ビットルータ IDを、BGPを実行
するローカルデバイスの IDとして設定します。

bgp router-id ip-address

例：

ステップ 5

bgp router-idコマンドを使用してルータ
IDを設定すると、アクティブな BGPピ
アリングセッションがすべてリセット

されます。

（注）
Device(config-router)# bgp router-id 192.168.99.70

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

2つのピア間での IPv6マルチプロトコル BGPの設定
デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. neighbor {ip-address | ipv6-address [%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

5. address-family ipv6 [unicast | multicast]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address %} activate
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

指定された自律システムのネイバーの IPv6アドレス
を、ローカルデバイスの IPv6マルチプロトコルBGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address [%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1
remote-as 64600

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast | multicast]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6

address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、デバイスは IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。
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目的コマンドまたはアクション

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ローカルデバイスとの間で IPv6アドレスファミリ
のプレフィックスを交換できるようにネイバーを設

定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
%} activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 activate

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

リンクローカルアドレスを使用した 2つのピア間の IPv6マルチプロト
コル BGPの設定

デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンドを使
用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換します。
IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換するには、そのプ
レフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで neighbor
activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もあります。

デフォルトでは、neighbor route-mapコマンドを使用してルータコンフィギュレーションモー
ドで適用されるルートマップは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけに適用され
ます。IPv6アドレスファミリなどのその他のアドレスファミリのルートマップは、neighbor
route-mapコマンドを使用してアドレスファミリコンフィギュレーションモードで適用され
る必要があります。ルートマップは、指定したアドレスファミリの下にあるネイバーの着信

ルーティングポリシーまたは発信ルーティングポリシーとして適用されます。各アドレスファ

ミリタイプで個別のルートマップを設定すると、各アドレスファミリの複雑なポリシーまた

はさまざまなポリシーを簡単に管理できるようになります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} remote-as as-number

5. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} update-source interface-type
interface-number

6. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6
7. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address} activate
8. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address} route-map map-name {in | out
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9. exit
10. exit
11. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
12. match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name | access-list-name

13. set ipv6 next-hop ipv6-address [link-local-address] [peer-address
14. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

指定したリモート自律システム内のネイバーのリン

クローカル IPv6アドレスをローカルルータの IPv6
neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
remote-as as-number

例：

ステップ 4

マルチプロトコル BGPネイバーテーブルに追加し
ます。

Device(config-router)# neighbor
• neighbor remote-asコマンドの ipv6-address引
数は、RFC 2373に記述されている形式のリン

2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 remote-as
64600

クローカル IPv6アドレスにする必要がありま
す。コロン区切りの 16ビット値を使用して、
アドレスを 16進数で指定します。

ピアリングが発生するリンクローカルアドレスを

指定します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
update-source interface-type interface-number

例：

ステップ 5

•ネイバーへの接続が複数存在し、neighbor
update-sourceコマンドで interface-type引数と

Device(config-router)# neighbor
interface-number引数を使用してネイバーイン2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111
ターフェイスを指定していない場合は、リンクupdate-source

gigabitethernet 0/0/0
ローカルアドレスを使用してネイバーとのTCP
接続を確立することはできません。
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast |multicast
| vpnv6

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
address-family ipv6コマンドにunicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv6ユ
ニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ネイバーが、指定したリンクローカルアドレスを

使用して IPv6アドレスファミリのプレフィックス
をローカルルータと交換できるようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address}
activate

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 activate

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address}
route-map map-name {in | out

例：

ステップ 8

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 route-map
nh6 out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを定義し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 11

Device(config)# route-map nh6 permit 10

プレフィックスリストで許可されている宛先 IPv6
ネットワーク番号アドレスを持つすべてのルートを

match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name |
access-list-name

例：

ステップ 12

配布するか、パケットに対してポリシールーティ

ングを実行します。
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-route-map)# match ipv6 address
prefix-list list1

ポリシールーティング用のルートマップの match
句を渡す IPv6パケットのピアにアドバタイズされ
るネクストホップを上書きします。

set ipv6 next-hop ipv6-address [link-local-address]
[peer-address

例：

ステップ 13

• ipv6-address引数には、ネクストホップの IPv6
グローバルアドレスを指定します。隣接ルー

タである必要はありません。

Device(config-route-map)# set ipv6 next-hop
2001:DB8::1

• link-local-address引数には、ネクストホップの
IPv6リンクローカルアドレスを指定します。
隣接ルータである必要があります。

ルートマップによって、BGPアップ
デートに IPv6ネクストホップアドレス
（グローバルおよびリンクローカル）

が設定されます。ルートマップが設定

されていない場合、デフォルトでは、

BGPアップデートのネクストホップア
ドレスは未指定の IPv6アドレス（::）
に設定され、ピアで拒否されます。手

順 5のneighbor update-sourceコマンド
でネイバーインターフェイス

（interface-type引数）を指定した後に、
set ipv6 next-hopコマンドでグローバル
IPv6ネクストホップアドレス
（ipv6-address引数）だけを指定した場
合は、interface-type引数で指定したイ
ンターフェイスのリンクローカルアド

レスが BGPアップデートのネクスト
ホップとして含まれます。したがって、

リンクローカルアドレスを使用する複

数のBGPピアに必要となるのは、BGP
アップデートにグローバル IPv6ネクス
トホップアドレスを設定する 1つの
ルートマップだけとなります。

（注）

現在のルートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 14

Device(config-route-map)# end

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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トラブルシューティングのヒント

このタスクを実行してもピアリングが確立されない場合は、ルートマップ set ipv6 next-hopコ
マンドが欠落している可能性があります。debug bgp ipv6 updateコマンドを使用して、アップ
デートに関するデバッグ情報を表示すると、ピアリング状態の確認に役立ちます。

IPv6マルチプロトコル BGPピアグループの設定
•デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンド
を使用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換
します。IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換する
には、そのプレフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーション

モードで neighbor activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もありま
す。

•デフォルトでは、neighbor peer-groupコマンドを使用してルータコンフィギュレーショ
ンモードで定義されたピアグループは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけ
を交換します。IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交
換するには、そのプレフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードでneighbor activateコマンドを使用して、ピアグループをアクティブ化する
必要があります。

•ピアグループのメンバは、そのピアグループのアドレスプレフィックス設定を自動的に
継承します。

•アクティブな IPv4ネイバーは、アクティブな IPv6ネイバーと同じピアグループに存在す
ることはできません。IPv4ピアと IPv6ピア用に個別のピアグループを作成します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. neighbor peer-group-name peer-group
5. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[alternate-as autonomous-system-number ...]
6. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6
7. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address %} activate
8. neighbor ip-address | ipv6-address} send-label
9. neighbor {ip-address | ipv6-address} peer-group peer-group-name

10. end

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したBGPルーティングプロセスのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

マルチプロトコル BGPピアグループを作成しま
す。

neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor group1 peer-group

指定した自律システム内のネイバーの IPv6アドレ
スを、ローカルルータの IPv6マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64600

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6

例：

ステップ 6

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
unicast address-family ipv6コマンドにunicastキーワー

ドが指定されていない場合、デバイスは IPv6
ユニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ネイバーが、指定したファミリタイプのプレフィッ

クスをネイバーおよびローカルルータと交換でき

るようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
%} activate

例：

ステップ 7

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 activate

•各ネイバーでの追加の設定手順を回避するため
に、この手順の代替として、peer-group-name
引数を指定してneighbor activateコマンドを使
用します。

BGPルートとともにMPLSラベルを送信するデバ
イスの機能をアドバタイズします。

neighbor ip-address | ipv6-address} send-label

例：

ステップ 8

• IPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードでは、このコマンドによって、BGPDevice(config-router-af)# neighbor 192.168.99.70

send-label
の IPv6プレフィックスのアドバタイズ時に集
約ラベルをバインドおよびアドバタイズできる

ようになります。

BGPネイバーの IPv6アドレスをピアグループに割
り当てます。

neighbor {ip-address | ipv6-address} peer-group
peer-group-name

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:CC00::1 peer-group group1

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# end

IPv6マルチプロトコル BGPプレフィックスのルートマップの設定
•デフォルトでは、ルータコンフィギュレーションモードで neighbor remote-asコマンド
を使用して定義したネイバーは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけを交換
します。IPv6プレフィックスなど、その他のアドレスプレフィックスタイプを交換する
には、そのプレフィックスタイプについて、アドレスファミリコンフィギュレーション

モードで neighbor activateコマンドを使用してネイバーをアクティブ化する必要もありま
す。

•デフォルトでは、neighbor route-mapコマンドを使用してルータコンフィギュレーション
モードで適用されるルートマップは、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスだけに
適用されます。IPv6アドレスファミリなどのその他のアドレスファミリのルートマップ
は、neighbor route-mapコマンドを使用してアドレスファミリコンフィギュレーション
モードで適用される必要があります。ルートマップは、指定したアドレスファミリの下

にあるネイバーの着信ルーティングポリシーまたは発信ルーティングポリシーとして適

用されます。各アドレスファミリタイプで個別のルートマップを設定すると、各アドレ

スファミリの複雑なポリシーまたはさまざまなポリシーを簡単に管理できるようになりま

す。

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

5. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6]
6. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address %} activate
7. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address [%]} route-map map-name {in | out}
8. exit
9. exit
10. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
11. match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name | access-list-name}
12. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

指定したリモート自律システム内のネイバーのリン

クローカル IPv6アドレスをローカルデバイスの
neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

ステップ 4

IPv6マルチプロトコル BGPネイバーテーブルに追
加します。例：

Device(config-router)# neighbor
2001:DB8:0:cc00::1 remote-as 64600

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
address-family ipv6コマンドにunicastキーワー

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

ドが指定されていない場合、デバイスは IPv6
ユニキャストアドレスファミリのコンフィギュ

レーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ネイバーが、指定したリンクローカルアドレスを使

用して IPv6アドレスファミリのプレフィックスを
ローカルデバイスと交換できるようにします。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
%} activate

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:cc00::1 activate

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
[%]} route-map map-name {in | out}

例：

ステップ 7

•ルートマップへの変更は、ピアリングがリセッ
トされるまで、またはソフトリセットが実行

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:0:cc00::1 route-map rtp in されるまで、現在のピアでは有効になりませ

ん。softキーワードと inキーワードを指定し
て clear bgp ipv6コマンドを使用すると、ソフ
トリセットが実行されます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 8

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 9

ルートマップを定義し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 10

• matchコマンドを使用して、この手順を実行し
ます。

Device(config)# route-map rtp permit 10

プレフィックスリストで許可されている宛先 IPv6
ネットワーク番号アドレスを持つすべてのルートを

match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name |
access-list-name}

例：

ステップ 11

配布するか、パケットに対してポリシールーティ

ングを実行します。

Device(config-route-map)# match ipv6 address
prefix-list list1

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

現在のルートマップコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 12

Device(config-route-map)# end

IPv6マルチプロトコル BGPへのプレフィックスの再配布
再配布とは、あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにプレフィック

スを再配布、つまり挿入するプロセスです。ここでは、あるルーティングプロトコルのプレ

フィックスを IPv6マルチプロトコル BGPに挿入する方法について説明します。具体的には、
redistributeルータコンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6マルチプロトコル BGP
に再配布されたプレフィックスは、IPv6ユニキャストデータベースに挿入されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6]
5. redistribute bgp [process-id] [metric metric-value] [route-map map-name]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定した BGPルーティングプロセスのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 4

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# address-family ipv6
• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、デバイスは IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへ IPv6ルートを再配布します。
redistribute bgp [process-id] [metric metric-value]
[route-map map-name]

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# redistribute bgp 64500
metric 5

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

IPv6マルチプロトコル BGPへのルートのアドバタイズ
デフォルトでは、networkコマンドを使用してルータコンフィギュレーションモードで定義
されたネットワークは、IPv4ユニキャストデータベースに挿入されます。IPv6BGPデータベー
スなど、別のデータベースにネットワークを挿入するには、IPv6 BGPデータベースの場合と
同様に、そのデータベースについて、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで

networkコマンドを使用してネットワークを定義する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6]
5. network {network-number [mask network-mask] | nsap-prefix} [route-map map-tag]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定した BGPルーティングプロセスのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
address-family ipv6コマンドにキーワードが指
定されていない場合、デバイスは IPv6ユニキャ
ストアドレスファミリのコンフィギュレーショ

ンモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

指定したプレフィックスを IPv6 BGPデータベース
にアドバタイズ（挿入）します（まず、IPv6ユニ

network {network-number [mask network-mask] |
nsap-prefix} [route-map map-tag]

例：

ステップ 5

キャストルーティングテーブルでルートを見つけ

る必要があります）。

Device(config-router-af)# network 2001:DB8::/24
•前の手順で指定したアドレスファミリのデータ
ベースにプレフィックスが挿入されます。

•ルートには指定したプレフィックスによって
「local origin」のタグが付けられます。

• networkコマンドの ipv6-prefix引数には、RFC
2373に記載されている形式を使用する必要があ
ります。その場合、16ビット値を使用した 16
進数でアドレスを指定し、コロンで区切りま

す。

• prefix-length引数は、アドレスのうち連続する上
位何ビットがプレフィックス（アドレスのネッ

トワーク部）を構成するかを示す 10進数値で
す。10進数値の前にスラッシュ記号が必要で
す。

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、デバイスをルータコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6

•この手順を繰り返して、ルータコンフィギュ
レーションモードを終了し、デバイスをグロー

バルコンフィギュレーションモードに戻しま

す。

IPv6 BGPピア間での IPv4ルートのアドバタイズ
IPv6ネットワークによって 2つの別々の IPv4ネットワークが接続されている場合は、IPv6を
使用して IPv4ルートをアドバタイズできます。IPv4アドレスファミリ内の IPv6アドレスを使
用して、ピアリングを設定します。アドバタイズされるネクストホップは、通常、到着不能で

あるため、スタティックルートまたはインバウンドルートマップを使用してネクストホップ

を設定します。2つの IPv4ピア間での IPv6ルートのアドバタイズも同じモデルを使用して実
行できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. neighbor peer-group-name peer-group
5. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

[alternate-as autonomous-system-number ...]
6. address-family ipv4 [mdt | multicast | tunnel | unicast [vrf vrf-name] | vrf vrf-name]
7. neighbor ipv6-address peer-group peer-group-name

8. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address [%]} route-map map-name {in | out}
9. exit
10. exit
11. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
12. set ip next-hop ip-address [...ip-address] [peer-address]
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

マルチプロトコル BGPピアグループを作成しま
す。

neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 6peers peer-group

指定された自律システムのネイバーの IPv6アドレ
スを、ローカルデバイスの IPv6マルチプロトコル
BGPネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[alternate-as autonomous-system-number ...]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 6peers remote-as
65002

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使
用するルーティングセッションを設定します。

address-family ipv4 [mdt | multicast | tunnel | unicast
[vrf vrf-name] | vrf vrf-name]

例：

ステップ 6

Device(config-router)# address-family ipv4

BGPネイバーの IPv6アドレスをピアグループに割
り当てます。

neighbor ipv6-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# neighbor
2001:DB8:1234::2 peer-group 6peers

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適

用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address
[%]} route-map map-name {in | out}

例：

ステップ 8

•ルートマップへの変更は、ピアリングがリセッ
トされるまで、またはソフトリセットが実行

Device(config-router-af)# neighbor 6peers
route-map rmap out されるまで、現在のピアでは有効になりませ

ん。softキーワードと inキーワードを指定し
て clear bgp ipv6コマンドを使用すると、ソフ
トリセットが実行されます。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、デバイスをルータコンフィギュレーショ

ンモードに戻します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 9

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

デバイスをグローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻します。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 10

ルートマップを定義し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 11

Device(config)# route-map rmap permit 10

IPv4パケットのピアにアドバタイズされるネクス
トホップをオーバーライドします。

set ip next-hop ip-address [...ip-address] [peer-address]

例：

ステップ 12

Device(config-route-map)# set ip next-hop
10.21.8.10

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 13

Device(config-router-af)# end

マルチキャスト BGPルートの BGPアドミニストレーティブディスタ
ンスの割り当て

RPFルックアップでユニキャストルートとの比較に使用されるマルチキャスト BGPルートの
アドミニストレーティブディスタンスを指定するには、次の作業を実行します。

BGP内部ルートのアドミニストレーティブディスタンスの変更は推奨されません。発生する
可能性のある 1つの問題は、ルーティングテーブルの不整合が累積され、それによってルー
ティングが中断する可能性があることです。

注意

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6]
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5. distance bgp external-distance internal-distance local-distance

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
address-family ipv6コマンドに unicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv6ユニ
キャストアドレスファミリのコンフィギュレー

ションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

BGPルートのアドミニストレーティブディスタンス
を設定します。

distance bgp external-distance internal-distance
local-distance

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# distance bgp 10 50 100

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end
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IPv6マルチキャスト BGPアップデートの生成
ピアから受信したユニキャスト IPv6アップデートに対応する IPv6マルチキャストBGPアップ
デートを生成するには、次の作業を実行します。

MBGP変換アップデート機能は、一般に、BGP対応ルータだけを持つカスタマーサイト（つ
まり、ルータをMBGP対応イメージにアップグレードしていない、またはアップグレードで
きないカスタマーサイト）とピアリングするMBGP対応ルータで使用されます。そのカスタ
マーサイトではMBGPアドバタイズメントを発信できないため、カスタマーサイトがピアリ
ングするルータは、BGPプレフィックスを、マルチキャストソース Reverse Path Forwarding
（RPF）ルックアップに使用されるMBGPプレフィックスに変換します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6
5. neighbor ipv6-address translate-update ipv6 multicast [unicast
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65000

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6

例：

ステップ 4

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアド
レスファミリを指定します。デフォルトでは、

Device(config-router)# address-family ipv6
address-family ipv6コマンドに unicastキーワー
ドが指定されていない場合、ルータは IPv6ユニ
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目的コマンドまたはアクション

キャストアドレスファミリのコンフィギュレー

ションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャスト
アドレスプレフィックスを指定します。

ピアから受信したユニキャスト IPv6アップデートに
対応するマルチプロトコル IPv6 BGPアップデート
を生成します。

neighbor ipv6-address translate-update ipv6 multicast
[unicast

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8::2
translate-update ipv6 multicast

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router-af)# end

IPv6 BGPグレースフルリスタート機能の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. bgp graceful-restart [restart-time seconds | stalepath-time seconds] [all]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# router bgp 65000

BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルにし
ます。

bgp graceful-restart [restart-time seconds |
stalepath-time seconds] [all]

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp graceful-restart

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-router)# end

IPv6 BGPセッションのリセット

手順の概要

1. enable
2. clear bgp ipv6 {unicast | multicast} {* | autonomous-system-number | ip-address | ipv6-address |

peer-group peer-group-name} [soft] [in | out]
3. clear bgp ipv6 {unicast | multicast} external [soft] [in | out]
4. clear bgp ipv6 {unicast | multicast} peer-group name

5. clear bgp ipv6 {unicast | multicast} dampening [ipv6-prefix/prefix-length]
6. clear bgp ipv6 {unicast | multicast} flap-statistics [ipv6-prefix/prefix-length | regexp regexp |

filter-list list]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

IPv6 BGPセッションをリセットします。clear bgp ipv6 {unicast | multicast} {* |
autonomous-system-number | ip-address | ipv6-address |
peer-group peer-group-name} [soft] [in | out]

ステップ 2

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast peer-group
marketing soft out

外部 IPv6 BGPピアをクリアします。clear bgp ipv6 {unicast | multicast} external [soft] [in
| out]

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast external soft in

IPv6 BGPピアグループのすべてのメンバをクリア
します。

clear bgp ipv6 {unicast | multicast} peer-group name

例：

ステップ 4

Device# clear bgp ipv6 unicast peer-group
marketing

IPv6 BGPルートダンプニング情報をクリアし、抑
制されたルートの抑制を解除します。

clear bgp ipv6 {unicast | multicast} dampening
[ipv6-prefix/prefix-length]

例：

ステップ 5

Device# clear bgp ipv6 unicast dampening
2001:DB8::/64

IPv6 BGPフラップ統計情報をクリアします。clear bgp ipv6 {unicast | multicast} flap-statistics
[ipv6-prefix/prefix-length | regexp regexp | filter-list list]

ステップ 6

例：

Device# clear bgp ipv6 unicast flap-statistics
filter-list 3

IPv6マルチプロトコル BGPの構成の確認

手順の概要

1. enable
2. show bgp ipv6 unicast | multicast} [ipv6-prefix/prefix-length] [longer-prefixes] [labels]
3. show bgp ipv6 {unicast | multicast} summary
4. show bgp ipv6 {unicast | multicast} dampening dampened-paths
5. debug bgp ipv6 {unicast | multicast} dampening[prefix-list prefix-list-name]
6. debug bgp ipv6 unicast | multicast} updates[ipv6-address] [prefix-list prefix-list-name] [in| out]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IPv6 BGPルーティングテーブルのエント
リを表示します。

show bgp ipv6 unicast | multicast}
[ipv6-prefix/prefix-length] [longer-prefixes] [labels]

例：

ステップ 2

Device> show bgp ipv6 unicast

（任意）すべての IPv6 BGP接続のステータスを表
示します。

show bgp ipv6 {unicast | multicast} summary

例：

ステップ 3

Device> show bgp ipv6 unicast summary

（任意）IPv6 BGPダンプされたルートを表示しま
す。

show bgp ipv6 {unicast | multicast} dampening
dampened-paths

例：

ステップ 4

Device> show bgp ipv6 unicast dampening
dampened-paths

（任意）IPv6BGPダンプニングパケットのデバッグ
情報を表示します。

debug bgp ipv6 {unicast | multicast}
dampening[prefix-list prefix-list-name]

例：

ステップ 5

•プレフィックスリストが指定されていない場合
は、すべての IPv6 BGP減衰パケットのデバッ
グメッセージが表示されます。

Device# debug bgp ipv6 unicast dampening

（任意）IPv6 BGPアップデートパケットのデバッ
グ情報を表示します。

debug bgp ipv6 unicast | multicast}
updates[ipv6-address] [prefix-list prefix-list-name] [in|
out]

ステップ 6

• ipv6-address引数が指定されている場合は、指定
したネイバーへの IPv6 BGPアップデートのデ
バッグメッセージが表示されます。

例：

Device# debug bgp ipv6 unicast updates

• inキーワードを使用して、インバウンドアップ
デートのデバッグメッセージだけを表示するよ

うにします。

• outキーワードを使用して、アウトバウンドアッ
プデートのデバッグメッセージだけを表示する

ようにします。
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マルチプロトコル BGP for IPv6を導入するための設定例

例：BGPプロセス、BGPルータ ID、IPv6マルチプロトコルBGPピアの
設定

次の例では、IPv6をグローバルに有効にし、BGPプロセスを設定して、BGPルータ IDを確立
します。また、IPv6マルチプロトコル BGPピア 2001:DB8:0:CC00::1を設定してアクティブ化
します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 unicast-routing
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast
Device(config-router)# bgp router-id 192.168.99.70
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64600
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 activate
Device(config-router-af)# end

例：リンクローカルアドレスを使用した IPv6マルチプロトコル BGP
ピアの設定

次の例では、ギガビットイーサネットインターフェイス0/0/0上で IPv6マルチプロトコルBGP
ピア FE80::XXXX:BFF:FE0E:A471を設定し、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0
の IPv6ネクストホップグローバルアドレスを BGPアップデートに含めるために nh6という
名前のルートマップを設定します。IPv6ネクストホップリンクローカルアドレスは、nh6ルー
トマップ（次の例には記載なし）によって、または neighbor update-sourceコマンド（次の例
を参照）で指定したインターフェイスから設定できます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 remote-as 64600
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 update-source
gigabitethernet 0/0/0
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 activate
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8:0000:0000:0000:0000:0000:0111 route-map nh6
out
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map nh6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address prefix-list list1
Device(config-route-map)# set ipv6 next-hop 2001:DB8:5y6::1
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# ipv6 prefix-list list1 permit 2001:DB8:2Fy2::/48 le 128
Device(config)# ipv6 prefix-list list1 deny ::/0
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Device(config)# end

neighbor update-sourceコマンドでネイバーインターフェイス（interface-type引数）を指定した
後に、set ipv6 next-hopコマンドでグローバル IPv6ネクストホップアドレス（ipv6-address引
数）だけを指定した場合は、interface-type引数で指定したインターフェイスのリンクローカル
アドレスが BGPアップデートのネクストホップとして含まれます。したがって、リンクロー
カルアドレスを使用する複数の BGPピアに必要となるのは、BGPアップデートにグローバル
IPv6ネクストホップアドレスを設定する 1つのルートマップだけとなります。

（注）

例：IPv6マルチプロトコル BGPピアグループの設定
次に、group1という名前の IPv6マルチプロトコル BGPピアグループを設定する例を示しま
す。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast
Device(config-router)# neighbor group1 peer-group
Device(config-router)# neighbor group1 remote-as 100
Device(config-router)# neighbor group1 update-source Loopback0
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8::1 peer-group group1
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:2:2 peer-group group1
Device(config-router)# address-family ipv6 multicast
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8::1 activate
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8:2:2 activate
Device(config-router-af)# exit-address-family
Device(config-router)# end

例：IPv6マルチプロトコルBGPプレフィックスのルートマップの設定
次に、rtpという名前のルートマップを設定して、ネットワーク 2001:DB8::/24からの IPv6ユニ
キャストルートが list1という名前のプレフィックスリストに一致する場合は、その IPv6ユニ
キャストルートを許可する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 64900
Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 remote-as 64700
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 activate
Device(config-router-af)# neighbor 2001:DB8:0:CC00::1 route-map rtp in
Device(config-router-af)# exit
Device(config)# ipv6 prefix-list cisco seq 10 permit 2001:DB8::/24
Device(config)# route-map rtp permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address prefix-list list1
Device(config-route-map)# end

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装
28

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装

例：IPv6マルチプロトコル BGPピアグループの設定



例：IPv6マルチプロトコル BGPへのプレフィックスの再配布
次に、ローカルルータの IPv6マルチキャストデータベースに BGPルートを再配布する例を
示します。

router bgp 64900
no bgp default ipv4-unicast
address-family ipv6 multicast
redistribute BGP

例：IPv6マルチプロトコル BGPへのルートのアドバタイズ
次に、ローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに IPv6ネットワーク2001:DB8::/24
を挿入する例を示します（BGPは、ネットワークをアドバタイズする前に、ネットワークの
ルートがローカルデバイスの IPv6ユニキャストデータベースに存在することを確認します）。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# no bgp default ipv4-unicast
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)# network 2001:DB8::/24
Device(config-router-af)# end

例：IPv6ピア間での IPv4ルートのアドバタイズ
次の例では、IPv6ネットワークが 2つの個別 IPv4ネットワークに接続している場合に、IPv6
ピア間で IPv4ルートをアドバタイズしています。ピアリングは、IPv4アドレスファミリコン
フィギュレーションモードで IPv6アドレスを使用して設定されています。アドバタイズされ
たネクストホップは到達不能である可能性があるため、rmapという名前のインバウンドルー
トマップによってネクストホップが設定されます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# neighbor 6peers peer-group
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:1234::2 remote-as 65002
Device(config-router)# address-family ipv4
Device(config-router)# neighbor 6peers activate
Device(config-router)# neighbor 6peers soft-reconfiguration inbound
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:1234::2 peer-group 6peers
Device(config-router)# neighbor 2001:DB8:1234::2 route-map rmap in
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map rmap permit 10
Device(config-route-map)# set ip next-hop 10.21.8.10
Device(config-route-map)# end
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マルチプロトコルBGPfor IPv6の導入に関するその他の参
考資料

標準および RFC

タイトルRFC

『Use of BGP-4 Multiprotocol Extensions for IPv6 Inter-Domain Routing』RFC2545

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC2858

『IPv6 Scoped Address Architecture』RFC4007

『BGP MPLS/IP Virtual Private Networks (VPNs)』RFC4364

『MPLS/BGP Layer 3 Virtual Private Network (VPN) Management Information Base』RFC4382

『BGP-MPLS IP Virtual Private Network (VPN) Extension for IPv6 VPN』RFC4659

『Graceful Restart Mechanism for BGP』RFC4724

マルチプロトコル BGP for IPv6の実装の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 :マルチプロトコル BGP for IPv6の実装の機能情報

機能情報リリース機能名

マルチプロトコル BGP for IPv6拡張では、
IPv4BGPと同じ機能および機能性がサポー
トされています。

Cisco IOS XE Everest
16.5.1a

IPv6のマルチプロトコル
BGP
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マルチプロトコル BGP for IPv6の導入に関するその他の参考資料

http://www.cisco.com/go/cfn


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


